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2025年 2月 24日から 3月 10日まで、プロジェクトメンバー1名（専門家）がマラウイを訪

問し、現地の関係機関および対象コミュニティ・チャイルドケア・センター（Community-Based 

Childcare Center: CBCC）5 施設を訪問して、以下の活動を実施しました。また、期間中に

JICAの職員の方も現地を訪問されました。 

 

1. ワークショップのフォローアップ 

2024 年 9 月に開催したワークショップのフォローアップを実施しました。フォローアッ

プでは、ワークショップで得た知識や技能が実際の活動に活かされているかを確認し

ました。各施設によって、活動の程度には差があり、取り組みの状況は多様様々でし

たが、以下の施設では目に見えた変化が確認されました。 

 

(1) E施設 

E 施設では、ワークショップで作成した週間計画表や日課計画表、さらに食育ボード

（三色食品群に基づき、食材を「赤」「黄」「緑」に分類し、その働きを学ぶための教材）

を施設の壁に掲示し、これらを活用しながら日々の活動を実施していました。 

  

週間計画表                  日課計画表と食育ボード 

 

(2) C施設 

C 施設では、ワークショップ後に週間計画表を作成し、様々な活動を取り入れるにな

っていました。これまで「書く」活動を行っていませんでしたが、キャッサバを活用して新

たに絵や文字などを書く活動を導入していました。 



   
       週間計画表          キャッサバを活用したチョークと線を書いたもの 

 

2. 教材の紹介 

対象施設のうち 3 施設では教材がほとんど整っていないため、日本で使用されている教

材の中から、マラウイでも活用できそうなものを見本として紹介しました。 

 

   

色、形、数字、アルファベット          本                ボール 

を遊びながら学べるパズル 

  

子どもがパズルで遊んでいる様子       パズルの使い方を教えている様子 

 

 

 

 

 

 



3. 身近な材料を用いて教材の作成 

広島県東広島市の武田中学校の 2 年生が考案したおもちゃの中から 5 点を選び、英語

に翻訳したうえで、保育者と地域住民の方が一緒に作成し、子供たちと遊びました。 

  

手作りおもちゃのガイドブック作成 

 

  

材料                          見本 

 

  

  地元の人たちと一緒におもちゃ作り         保育者と一緒におもちゃ作り 



また、JICA職員の方々にも現地を訪問いただきました。誠にありがとうございました。 

  

JICAマラウイ事務所次長の県知事訪問       JICA職員の方の A施設訪問 

 


